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 飲料水は買うことが普通になっている。何故なら、水道水は飲めないから。理由は汚い

から。水道水を飲むことは、相当な貧乏か野蛮と見なされる。１リットルが３００円以上

する飲料水も販売されており、水道水は貧乏人の飲み物という定義と比例するように、高

価な飲料水を飲めば、余裕のある生活をしていると思われる。本当に水道水は汚いのだろ

うか。何が汚いのだろうか。 
 タイに旅行した時、バスタブに水を張ろうとして、茶褐色の水が蛇口から出てきて驚い

た。海外の水は汚い、とは聞いていたし、東南アジアの水道水は絶対に飲まないようにと

マップにも書いてあったのだが、やはり驚いた。見てわかるほど汚いとは思っていなかっ

た。また、イタリアに行った時には、レストランで、注文する前に、パンは出てくるのに

水が出てこないことに驚いた。聞くと、パンはサービスで、水は炭酸入りかそうじゃない

のかを選んで買うのだと言う。レストランで水にお金を払う馬鹿馬鹿しさにげんなりした。

しかし、ホテルで水道水を飲んでみると、見た目から透明ではなく、塩素の風味がして、

飲もうという気にはなれなかった。 
 日本の水道水は誰がみても、無味無臭である。水道水に日本の技術レベルの高さや、公

共のものを大切にする社会への忠誠心が表れていると思う。そして、十分に飲める。水道

水を飲んで体調を悪くしたというニュースは聞かない。飲めるだけのクオリティを保って

いる証拠だ。もし、浄水場に不備があり、各家庭に届く水が汚い場合は、ちゃんと「飲ま

ないで下さい」と知らせてくれる。水道水は安心できる保証も付いている。 
 この頃、若い女性を中心に流行っている水は、たいていフランス産である。アルプスの

水は硬度が高く、腸の働きを良くし、肌をきれいに保つらしい。モデルが飲んでいると雑

誌に載ってから、フランスの水は売れに売れている。多分、イタリアと同様にフランスも

水道水は飲めるものでは無いのだろう。だから、フランス人は仕方なく、アルプスの水を

飲料用に買うのだ。水道水のクオリティが高く、十分飲める日本でアルプスの水を買うな

んて、フランス人には理解し難いに違いない。 
 水道水を汚い、と言う人に理由を聞くと、「消毒しまくって、変な薬をいっぱい入れて、

毒素まみれで、体中を汚染する物質が含まれているから」と言う。川から取水して、川の

魚の死骸や糞や油が混じっているから汚いのでは無く、消毒しているから汚いのである。

しかし、そういう人と四万十川に行っても、十中八九、清流の水を汚いから飲めない、と

言うだろう。それは、魚の死骸や糞や、川に入った人の体からでる脂汗が含まれている水

だから、と言う。消毒しても汚い。消毒しなくても汚いのだ。 
 では、なぜフランスの水がきれい、と言い切れるのか。フランス人が買って飲んでいる

から。しかし、フランスから日本に輸送されるには、相当な時間がかかり、店頭に並ぶフ

ランスの水がいつ製造されたものか分からない。長時間の輸送に耐えられるくらいの、強

い薬品で消毒していると考えるべきだ。水道水とフランスの水と、どっちがどれだけ消毒

のための薬品を使っているかはわからない。果たして、フランスの水をきれいだと言い切

れるのか。 
 日本人は水を買わなくていい環境に恵まれているのだから、それに感謝して享受すべき

である。モデルが飲んでいるから、テレビでいいと言っていたから、きれいそうだから、



おしゃれだから、等々の理由で海外の水を買う行為は、必要ないのである。情報を取捨選

択出来ずに、水道水を汚いと決めつけるのは良くない。水道水を供給する人たちが「どう

せ、水道水を飲む人はいないし」という姿勢になってしまうと、タイやイタリアのように

なる。クオリティの高い日本の水への安心や信頼が崩れてしまう。 
 昔は、川の水や井戸水を飲料にすることが普通だったのだ。しかし、経済成長による河

川汚染や地盤沈下によって、川の水も井戸水も飲めなくなってしまった。大切にするべき

自然による飲み水の供給源を失ってしまった。その代わりとして、水道水のクオリティを、

世界に誇るまでに高めた。なのに、今、その水道水という公共の飲み水の供給源を自分た

ちによって失わせようとしている。残念だと気づきたい。 
 水道水を汚いと言うのは根拠の無い事で、フランスの水をきれいだと言うのもまた根拠

の無い事だ。意識の問題なのだ。 
 情報を取捨選択できないことと、意識の低さによって、人間は様々なものを失ってきた

と感じる。環境汚染はそれの最もたるものである。江戸時代に比べて、夏の最高気温が５

度以上上がった、とも聞く。台風が来るたびに起こる土砂崩れも、森林伐採のせいだろう。

人間が自然体系を壊してきた影響は、深刻だ。しかし、今、同じような意識の低さで、人

間が必要とするから作り、守ってきたものを壊そうとしている。その例として水を挙げた。

未来まで見据えた意識と想像が、一人一人に求められているのだと思う。 
 


